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少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
よ

り
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
中
、

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、

生
活
全
体
を
支
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
よ
る
話
し
合
い
、

ふ
れ
あ
い
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
、
当
事
者
団
体
の
支

援
な
ど
の
取
組
み
を
通
し
て
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
困
り
ご
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
学

校
区
程
度
の
小
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
地
域
の
福
祉
活
動
を
進
め
る

た
め
の
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催

し
ま
す
。
小
川
、
弥
富
、
吉
部
、

紫
福
、
川
上
、
明
木
、
山
田
地
区

で
実
施
し
、
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
災
害
時
の
支
援
体
制
づ
く

り
、
買
物
の
支
援
、
広
報
紙
の
発

行
な
ど
、
そ
の
小
地
域
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

企
画
や
案
内
、
会
場
の
片
付
け

ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
で
運
営
さ
れ

る
サ
ロ
ン
活
動
は
、
確
実
に
地
域

の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
末
は
83
ヶ
所
で
し
た

が
、
現
在
は
96
サ
ロ
ン
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

活
動
の
課
題
を
持
ち
寄
り
、
解

決
の
ヒ
ン
ト
を
話
し
合
う
「
お
世

話
人
連
絡
会
」
や
、
新
た
な
活
動

の
き
っ
か
け
や
ネ
タ
を
紹
介
す
る

「
応
援
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

65
歳
以
上
で
は
、
10
人
に
１
人

の
発
症
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

認
知
症
。
地
域
で
穏
や
か
に
生
活

す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
理
解
と

対
応
が
必
要
で
す
。

誰
も
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、
認
知
症
予
防
へ
の
取
組
み
を

関
係
機
関
と
一
緒
に
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
孤
立
、
児
童
虐
待
、

介
護
の
負
担
、
自
殺
な
ど
様
々
な

社
会
問
題
が
あ
る
中
、
全
国
各
地

で
関
係
者
と
一
緒
に
な
っ
て
自
分

た
ち
の
町
を
良
く
す
る
取
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
例

を
市
民
の
方
に
広
く
紹
介
し
、
地

域
福
祉
活
動
の
一
助
と
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

高
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
が

い
ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
と
も
協
力
し
て
、
特
に
必
要
な

方
に
対
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

平成23年度予算概要

会費収入
8,231千円

寄付金収入
38,160千円

受託金収入
56,379千円

事業収入
12,644千円

償還金収入
11,781千円

共同募金配分金収入
17,640千円

介護保険等収入
99,034千円

大島保育園
運営費収入
36,774千円

その他の収入
7,036千円

前期末支払資金残高
30,912千円

積立預金取崩収入
26,302千円

補助金収入
63,479千円2.02.0％

9.39.3％
15.515.5％

13.813.8％

3.13.1％
2.92.9％

4.34.3％
24.324.3％

9.09.0％

1.71.7％
6.56.5％

7.67.6％

2.0％
9.3％

15.5％

13.8％

3.1％
2.9％

4.3％
24.3％

9.0％

1.7％
6.5％

7.6％ 14.7％

13.2％

1.8％
4.8％

4.3％

6.7％

8.1％12.5％0.9％

25.4％

7.6％

収入

2.0％
9.3％

15.5％

13.8％

3.1％
2.9％

4.3％
24.3％

9.0％

1.7％
6.5％

7.6％ 14.714.7％

13.213.2％

1.81.8％
4.84.8％

4.34.3％

6.76.7％

8.18.1％12.512.5％0.90.9％

25.425.4％

7.67.6％ 14.7％

13.2％

1.8％
4.8％

4.3％

6.7％

8.1％12.5％0.9％

25.4％

7.6％

法人運営事業
60,103千円

企画・調査・広報・
助成等事業
53,991千円
ボランティア
活動事業
7,457千円
共同募金配分事業
19,491千円

心配ごと相談・
資金貸付事業
27,195千円大島保育園

33,249千円

介護保険等事業
103,641千円

当期末支払資金残高
31,150千円

社会参加・
冠婚葬祭事業
3,571千円

受託・指定管理事業
51,120千円

福祉サービス
利用援助事業
17,404千円

支出

事
業
計
画
・
予
算
概
要

●
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

●
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

●
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
事
業

●
寝
具
消
毒
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー

総額408,372千円



2011.4.1 vol.373

自
宅
で
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
の

緊
急
事
態
が
発
生
し
、
救
急
車
を
呼

ぶ
と
き
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め

に
、「
緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」

の
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
病
院
、
疾
病
、
今
飲

ん
で
い
る
薬
、
親
族
の
連
絡
先
等
の

情
報
が
一
目
で
分
か
る
も
の
で
、
消

防
本
部
や
搬
送
先
の
医
師
等
と
連
携

し
て
救
急
医
療
に
活
か
し
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
や
民
生
委
員
が
訪
問
し
、
カ
ー
ド

の
更
新
状
況
や
設
置
場
所
な
ど
、
き

め
細
か
な
支
援
体
制
で
、
独
居
高
齢

者
の
安
心
、
安
全
な
生
活
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

古
い
情
報
の
ま
ま
だ
と
迅
速
で
適

切
な
医
療
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
情
報
は
常
に
最
新
の

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
21
年
は
桃
色
、

22
年
は
黄
緑
色
、
23
年
は
水
色
で
す
。

以
後
は
、
こ
の
３
色
を
順
に
繰
り
返

し
ま
す
。

カ
ー
ド
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
は
ポ
ケ

ッ
ト
付
き
で
、
お
薬
手
帳
や
薬
の
説

明
書
（
薬
剤
情
報
提
供
書
）
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
病
や
服
薬

等
の
医
療
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

適
切
で
迅
速
な
処
置
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

よ
り
迅
速
な
搬
送
や
処
置
を
行
う

た
め
に
は
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員

が
す
ぐ
に
カ
ー
ド
を
見
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
マ
グ
ネ

ッ
ト
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

冷
蔵
庫
に
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

救
急
搬
送
時
の
対
応
強
化

①救急通報
「119番」または「緊急通報装
置」で、救急車を呼びます。

［ペンダント］
本体から30m以内で送信
が可能なので家の中では
持ち歩くようにして下さい。

【緊急通報装置】

②発見・確認
救急隊員が「緊急連絡あんしん
カード」から医療情報等を確認。

③搬送
可能ならかかりつけ医療機関に
搬送、そうでない場合は他の救
急病院へ。

情報

緊急

※既に設置されている中には機種が異なる場合があります。

カ
ー
ド
は
、冷
蔵
庫
に
貼
り
ま
す
。

カ
ー
ド
は
毎
年
、
更
新

お
薬
手
帳
や
薬
の
説
明
書
を
入
れ
る

冷
蔵
庫
に
貼
る

情
報
は
最
新
に…

今
年
は
、　　
　

で
す
。

緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド

緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド

緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド

緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド

緊
急
連
絡
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド

水
色
水
色
水
色
水
色
水
色

■緊急連絡あんしんカード利用状況（H22年度)

あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
利
用
者

独居高齢者

緊急通報
装置利用者

その他

合　計

萩

2,045

882

686

1,568

97

26

62

88

66

41

26

67

150

74

41

115

150

57

46

103

224

79

104

183

242

77

112

189

2,974

1,236

1,077

2,313

旭 川上 福栄 むつみ 須佐 田万川 計
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今、全国で認知症の正し
い理解と支援の輪が広がっ
ています。私も昨年12月に
誘われるがままに認知症キ
ャラバン・メイト養成研修
を受講しました。
研修会では、キャラバ

ン・メイトがどんなことを
し、何が大切かを学んで帰りました。
一緒に研修を受けた仲間とサポーターを増やす

ため、養成講座の開催に向けて準備を進めていま
す。特に、認知症のことを理解していただけるよ
うに、分かりやすく楽しい講座になるよう内容を
工夫しています。
私たちの地域でも、これから認知症の方が増え

ていくと思います。そんな時、皆で助け合えるよ
う、これからメイトやサポーターが増えるよう協
力していきたいと思っています。

オレンジリングの輪

（須佐・下三原上／66歳）

後藤　節子さん

「出身は萩のむつみで
す!!」出身地を尋ねられる
たびに、胸を張って堂々と
答えられる自慢の故郷が、
私は大好きです！
むつみでの学生時代、手

話教室や様々なイベントの
ボランティア活動に参加していたことがきっかけ
となり、現在は山口県立大学で社会福祉の勉強を
しています。このたび、３週間の実習を地元のむ
つみでさせていただきました。実習生として今ま
でとは違った目線で地元を見つめ直すと、高齢化
をはじめ多くの課題があることを知りました。同
時に人の温かさやつながりの強さといった地元の
良さもたくさん見つけることができました。
これからも、むつみの方々が楽しく過ごせるよ

うに、私はもっと勉強して地域を明るくしていき
たいです。

むつみが大好きです！

（むつみ・辻山／21歳）

大田　恵里さん

今、佐々並では萩農林事
務所の力を得て「むらづく
り」に取り組んでいます。
地域にはどんな問題がある
のか、佐々並をこんなむら
にしたい！と、集落点検を
しながら話し合いを重ねて
います。
「あるもの探し」では、しりかけ地蔵やお地蔵

さまのお接待、県下最大の大樫の木、蛍が飛び交
う川など、地域の先輩方からその歴史やいわれを
教えていただきました。それをマップに書き込む
ことで、佐々並の“宝”である隠れた財産を見つ
め直すことができました。
私は「人が集う」ことから何かが始まると考え

ています。暗いところばかりを見たりせず、いい
ものを見つめ、次の世代へ語り継いでいくことで
若者が住みたい、住み続けたいと思える地域づく
りを少しでもお手伝いできたらと思っています。

むら・ひとがきらめく佐々並

（旭・長小野／68歳）

杉山　次朗さん

私は福栄に生まれ育ち、
農業一筋で暮らしてきまし
た。年老いてから、友人に
誘われて老人クラブに加入
し、色々な行事に参加する
ように努め、特にゲートボ
ール競技には積極的に参加
し、体力づくりと仲間との親睦を図ってきました。
しかし、最近は体力が弱り、在宅介護支援セン

ターの紹介により、紫福園のデイサービスに週２
回行っています。これからは健康に特に留意し、
自分のことは自分でするという気持ちで、園では
器具を利用した運動やゲームなどにも積極的に参
加するよう心がけています。
今後も、体力の続く間は運動する努力を重ね、

健康で楽しく過ごしていきたいと願っています。

老後を健康に過ごしたい！

（福栄・西宗／92歳）

田辺　秀良さん
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萩・長門・美祢の３市ボ
ランティア交流会。日頃
の活動を紹介し合い、改
めてボランティア活動の
楽しさと奥深さを実感し
ました。

近所での見守りや声かけ
の様子を確認し、私たち
にもできる身近な福祉活
動について話し合いまし
た。

ボランティアグルー
プのリーダー研修
会。９団体から参加
され、太極拳でリフ
レッシュしました。

サンサンかわか
みの皆さんでキ
ーホルダーを作
り、春の交通安
全週間で、婦人
会の方が配布し
ます。

堀越のサロンなでし
こ会では、支え合い
マップづくりを通し
て、ふれあい活動の
大切さを再確認しま
した。

自宅で家族を介護されて
いたり、介護に関心のあ
る方を対象とした介護入
門講座。男性参加者をは
じめ、皆さん熱心に取り
組まれました。
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ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額 ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額

椿　マサ子 河添の１ 夫／行夫
中島　博昭 河添の２ 母／初子
山本　澄子 雑式町 夫／純一 100,000円
山　キミ子 古萩町の２ 宮内清明、房子
大田ヤスエ 青海 夫／義治
岡　　義夫 川島２区の２ 妻／幸子
樽屋トミ子 川島１区の２ 夫／雪善
杉原　重子 河添の２ 夫／彌吉 30,000円
古谷　勝正 大井港浜の１ 父／壽福
森川　健二 三見河内 妻／美江
野村ナミ子 玉江１区の１ 夫／新太郎
大庭　秀樹 玉江１区の２ 父／修
阿武　和男 河添の１ 妻／栄枝
田中　洋子 堀内２区の３ 夫／幹夫
田　　宏子 沖原 夫／寳
堀永　昌也 三見浦５ 母／ヨネコ
松村　元晴 平安古東区の３ 妻／ヨシノ 50,000円
匿名 100,000円
林　孝一郎 新川東区の２ 母／久子
水津　宇一 大井港浜の１ 長男／一若
鈴木　政美 下関市豊北町 母／雅子
西村　孝子 三見床並 夫／博武
末武　兼　 越ヶ浜５区 母／ウメ子 50,000円
谷本　清 三見吉広 父／巖
阿部　知幸 無田ヶ原の３ 父／俊治
匿名 20,000円
山根　等 土原２区の１ 母／トシ子
木村　初幸 三見石丸 母／　子
江山　則之 土原３区の４ 母／知子
河野　宗昭 大井円光寺 母／玉子
桑原　正和 前小畑１区 母／静子
椙　美惠子 今魚店町 母／安藤智惠子
三浦　昌史 三見浦１ 父／秀彦
匿名 50,000円
川村由美子 今古萩町の２ 夫／幹雄 100,000円
松浦　文輔 大井浦中 妻／百合子
三村　昭敬 三見河内 母／玉子
幸坂　悟志 霧口 父／治男
村　秀吉 大島浜 父／隆

匿名 100,000円
櫻　　君子 無田ヶ原口の２ 父／　男
横田千鶴子 三見河内 夫／齊
岩尾美知子 平安古西区の３ 夫／守
上領　邦晴 今魚店町 母／ハツコ
片田　秀雄 上野の１ 妻／行枝
古川まさみ 上野の１ 夫／喜章
岡　　一夫 目代 父／豊槌
坂村　政枝 樽屋町 夫／昌一
山根ミチヨ 雑式町 夫／友治
金子　三郎 河添の２ 妻／ミチ子
中村　春子 新川西区の１ 姉／青木操
石津　文秀 大屋の１ 父／河野伊三郎

恩村　俊治 三徳 母／トシエ
三戸　邦仁 椿瀬 父／登 200,000円
中村　まみ 遠谷 父／宇田川敏夫

松井　健 下本郷 母／幸惠
齋藤　崇弘 小川３区 母／定子
濱　　孝彦 下中町 父／嘉人
津田　武 土居 母／チカ
野稲　秀樹 滋賀県草津市 父／朝一
岩本　政一 小川20区 妻／キミヨ
大石　岩男 横浜市都筑区 母／マサヨ
竹重　清登 小川２区 母／ヨシヲ
東　　仁士 市味 母／立子
藤田　吉伸 尾浦 父／一美
杉山　寿男 上本町 叔母／藤本富枝

増野　弘晃 金谷 母／松代
吉岡　億江 市上 母／政子
中村　和正 鈴倉 義母／トミ子
上山　明 宮廻 母／智恵子 100,000円
伊藤　巨 広瀬上 父／鐵芳
太田　耕作 広瀬下 父／正一
藤井　之賢 下領 父／昭典
弘中美知子 花見 夫／茂雄 200,000円
石橋ちさ子 中郷 夫／武夫

萩

田　万　川

む　つ　み

川　　　上

本人の承認を得たもののみを掲載しています。（敬称略）
金額の掲載を希望されない場合と指定寄付は、掲載し
ていません。
※平成23年１月１日～２月28日受付分



匿名 1,000円
（株）明乳まつうら 交通遺児へ 16,397円
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萩

川　　　上

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

匿名 2,000円

（有）アイフィット山口 山口市平井 一膳寄付 10,000円

永安　正憲 御許町の３
シルバーカー 柴田　光義 土原１区の２
玄米30kg 匿名

車いす 松井勝太郎 上中町
ハロゲンヒーター 小原　康夫 小川12区

60円切手、20円切手120枚 増野百合子 水海
書き損じハガキ　101枚 匿名

ご　芳　名 ご　住　所

萩

田　万　川

書き損じハガキ　７枚 林　重信 成川
書き損じハガキ　10枚 兼常　利恵 高津
書き損じハガキ　16枚 杉山　次朗 長小野
書き損じハガキ　14枚 森永江里子 深瀬
書き損じハガキ　28枚 水津　實 深瀬
お茶1.8褄×６本・栄養ドリンク１箱 （有）マルオ 蔵屋

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所内　　　　容

旭

須　　　佐

誰も想像しなかった3月11日。町が消え、何より多
くの方が亡くなられました。そして今、日本各地・世
界からもガンバロウ東北、ガンバロウ日本と、助けあ
いと支援の輪が広がっています。私たちにできること
を一人ひとりが考え、ぜひ一歩動いてみましょう。（た）

編　集　室

メディパット４袋、フラット１袋、
オムツカバー２枚、防水マット１枚

東北関東大震災義援金の受付

ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額 ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額

ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額 ご 芳 名 ご 住 所 備　考 寄 付 額

波田フサエ 中津 夫／昭八
佐伯　浩志 神奈川県藤沢市 父／一男
堀　　均 青葉台 母／壽美江
吉村　房雄 島根県益田市 義母／イチ子
佐伯サツキ 山根丁東 夫／武勇
篠原　忠熊 弥富５区 母／ヒサヨ
金山　教正 野頭 父／義一郎
久原　克己 浦東 母／早智子

山根　敏市 久年 弟／勝行 100,000円
岡田　弘 角力場 妻／君子
中木　啓一 上市 父／一夫

木原タカ子 矢代 夫／輝智
神田　和明 上市 父／正行
井原　徹 管蓋 母／壽枝

平井　教雄 蕪根 父／謙助
藤田　義明 下莚野 母／トメコ
阿武　幸子 別所 母／トシ子
白神　茂明 高坂 母／富士子
中村留美子 鎌浦 母／大谷トミヨ
岩武ミチエ 奥畑 夫／唯雄
阿武　和男 桜 母／マサコ
藤原　寿一 鶴ヶ谷 父／桃一
田邉　義宏 押原 父／松熊

須　　　佐

旭

（香典返し・一般寄付合計　107件5,474,123円、内指定寄付　29件1,210,000円）

福　　　栄

川上事務所が移転しました
4月から萩市社会福祉協議会南支所川上事務所が、

旧川上公民館から川上総合事務所内に移転しました。
●移転先 萩市川上4462-１（萩市川上総合事務所内）

ＴＥＬ0838-54-2645 ＦＡＸ 0838-54-2647

被災された皆様に対しまして、謹んでお見舞い申し
上げます。
●義援金
○募集期間　平成23年9月30日まで
○受付窓口　山口県共同募金会萩支会の各分会

（萩市社会福祉協議会本所、各事務所）
●受付窓口
萩市社会福祉協議会本所、各事務所
※萩市も義援金の受付を行っています。
萩市子育て支援課地域福祉係0838-25-3550へお問
合せください。

ボランティア保険
○活 動 保 険　ボランティア活動中の傷害・賠償事故

に対応（掛金1名280円より）

○行事用保険　ボランティア行事の主催者の傷害・賠
償事故や参加者の傷害事故に対応
（掛金1名28円より）

●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所
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萩
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【
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事
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会
の
発
足
は
、
平
成
四
年
で
す
か
ら
十

九
歳
で
、
元
気
溌
剌
の
成
人
直
前
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
は
現
在
、
男
性
一

人
、
女
性
二
十
四
人
で
す
が
、
四
月
か
ら

女
性
が
四
人
入
会
の
予
定
で
す
。

会
の
目
的
は
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

音
訳
奉
仕
活
動
や
広
く
地
域
の
福
祉
活
動

に
参
加
、
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

主
な
音
訳
活
動
は
、市
広
報
の
萩
市
報
、

萩
市
社
協
だ
よ
り
、
市
議
会
だ
よ
り
等
を

音
訳
（
声
に
出
し
て
読
む
）
し
て
Ｃ
Ｄ
や

テ
ー
プ
に
録
音
し
、
視
覚
障
害
者
に
届
け

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
選
挙
公
報
や
新
聞
、

本
等
か
ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
随
筆
、
コ
ラ
ム
記
事
な
ど

を
紹
介
す
る
「
声
の
便
り
・
阿
武
川
」
の

発
行
、
依
頼
を
受
け
て
「
萩
も
の
が
た
り
」

や
小
説
等
の
音
訳
も
行
っ
て
い
ま
す
。
受

け
取
っ
た
方
か
ら
「
お
陰
で
市
報
を
隅
々

ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
」「
声
の
頼
り

は
楽
し
く
て
待
ち
遠
し
い
」「
ゆ
う
の
会

の
皆
さ
ん
は
優
し
く
て
親
切
だ
か
ら
嬉
し

い
」
等
の
声
を
聞
き
、
励
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
他
、
市
が
開
催
す
る
音
訳
奉
仕
員

養
成
講
座
（
音
訳
技
術
習
得
講
座
）
の
講

師
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

毎
年
、
視
覚
障
害
者
と
の
交
流
会
や
他

市
の
音
訳
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
の
他
、
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
、
障
害
者
体
育
大
会
等
の

司
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

音
訳
は
誤
読
を
避
け
、
正
し
い
ア
ク
セ

ン
ト
で
読
む
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

毎
月
、
先
生
を
お
招
き
し
て
勉
強
会
を
行

う
等
常
に
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
音
訳
の
た
め
の
機
器
類
も
進
歩
し
ま

す
。
一
昨
年
か
ら
Ｃ
Ｄ
化
を
進
め
、
全
員

が
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
習
得
し
ま
し
た
。

現
代
は
、
ど
ん
な
人
も
情
報
な
し
に
は

暮
ら
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
活
動

は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
的
役
割
で
す
が
、

視
覚
障
害
者
に
情
報
を
お
届
け
す
る
と
い

う
絶
や
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の

で
す
。

会
員
は
、
家
事
や
仕
事
を
工
夫
し
て
時

間
を
つ
く
り
、
協
力
し
あ
っ
て
使
命
を
果

た
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
度
、
市
長
さ
ん
や
関
係
者
の
お
計

ら
い
で
新
図
書
館
の
防
音
完
備
の
朗
読
室

を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

会
員
一
同
一
層
気
を
引
き
締
め
て
い
ま

す
。音

訳
サ
ー
ク
ル
”ゆ
う
“
の
仲
間
は
音

訳
に
熱
心
で
、
明
る
く
気
の
よ
い
人
ば
か

り
で
す
。
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
仲
間
入
り
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

音
訳
サ
ー
ク
ル
”ゆ
う
“
会
長
　
大
場
　
洋

視
覚
障
害
者
に
音
訳
で
情
報
を

視
覚
障
害
者
に
音
訳
で
情
報
を


